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プ ロ イ ラ ー 銘 柄 別 性 能 調 査
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Toshiaki BABA, KatsuO KAヽはMURA, ShOji YosIェ DA and Hi.。 yuki SUWぶ、1

( Aom。11-ken Poultry Experiinent Station *Sannohe District Agriculture and Forestry Office)

3 飼料及び管理
給与飼料は市販のプロイラー用配合飼料を供用し,0～

プロイラー素ひなの銘柄別性能を調査し,プ ロイラー生  28日 令まで前期用,29～ 56日令まで後期用, 57～ 63日
産の指針とすることを目的とし,本試験を実施した。    令までは休薬用を給与し,飼料及び水は不断給与した。育

すうは平飼で雄雌別飼,21日令まで電熱式ブルーダー使用 ,

その後は別の室へ移動し,33/当たり40羽収容,敷料は
モミガラを用い,点灯は終夜行った。衛生管理その他は当

場の慣行によった。飼料成分は表2の とおりである。

表 2 飼料成分

は  じ  が  き

試 験 方 法

1 試験期間
試験 I 昭和55年 5月 14日 ～ 7月 16日
試験I 昭和55年 8月 8日 ～10月 10日
2 試験区分
試験区分及び供試鶏銘柄は表 1の とおりである。

表 : 供用ひな及び試験区分

試
験
別
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銘
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羽 数

6 9 計
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51× 2

51× 2
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51X2
51× 2

51× 2
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計 153× 2 153× 2 306× 2
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1

2
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A

3

C

51× 2

51× 2

51× 2

51× 2

51× 2

51× 2

102× 2

102× 2

102× 2

計 153× 2 153× 2 306× 2

注  A:ハ ′ヽ ― ド
B;フ   ジ
C:チ ャンキー

表 3 育成成績,体重 ,増体量,飼料消費量 ,飼料要求率

結 果 及 び 考 察

育成成績,体重,増体量 ,飼料消費量及び飼料要求率 ,

解体成績,経済性について調査したところ次のような結果
を得た。成績は試験 1,■ 回の平均値を示した。
(1)育成成績

育成成績は表 3に示すとおりである。餌付から9週令ま

項 目
前 期 用 後 期 用 休  薬

0～ 28日 齢 29～ 56日令 57～ 63日令

粗たん自質

粗 脂 肪
粗 せ ん い

粗 灰 分
カルシウム

リ        ん

カ ロ リ ー

220%以上
40 ″
50%以下
80 ″
09%以上
03 ″
3,030以上

180%以上
40 ″
50%以下
80 ″
09%以上
03 ″
3,030以上

180%以上
40 ″
50%以下
80 ″
09%以上
03 ″
3,030以上

育 成 成 績 死亡, とう汰原因 体 重

〈′)
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料
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2

7

7

7

0

3
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3,059

3,153

3,085

3,018
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6,843
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2 16
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9

A
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96 5
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1

3

2

4

3

0

2

1

0

2,447

2,499

2,467

2,407

2.458

2,425

5,766

5,736

5.672

2 40

2 33

2 34

計平
又
は均

A
B
C

953
95 3

97 5

6

5

2

11

10

7

2

4

1

2,753

2,826

2,776

2,712

2,785

2,734

6,305

6,229

6,231

2 32

2 24

2 28

注 体重 ,増体量 ,飼料消費量 ,飼料要求率 1羽当り
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での育成率は,雄雌平均でA,B区が 953%と 低かったの
に対しC区は975%と 優れた。死亡,と う汰の原因は,急

死症候群による死亡と,脚弱症状を呈したものをとう汰し

たことによるものであり,いずれの銘柄においても共通 し

てみられているが,C区が他の区に比べ少なかったために

育成率の優れる結果となった。

レ)体重と増体量
9週令時の体重は表3に示すとおりである。B区が雄雌

ともに最も大きく平均してみるとB区が 2,826′ 次いで C

区 2,776夕 >A区 2,753夕 の順であった。 0～ 9週令まで
の増体量も体重と同じ傾向でD区が 2,785夕 と最 も多く次

いでC区 2,734′ >A区 2,712夕 の順であった。
0)飼料消費量と飼料要求量
飼料消費量は表3に示すとおり, B区が 6,229夕 と最も

少なく次いでC区が 6,2317A区が 6,3057で あり,体重 ,

増体量の大きい順に少ない傾向がみられた。したがって飼

表 4 解体成績

注 と 体 :放血,抜羽後の重量
骨付肉 :と体から頭,脚 ,内臓を除いた重量

。プロイラー価格 ″当たり236円    。ひな価格 92円
。飼料価格 前期 87円/毎 後期 781円 /η 休薬 761円/化,

要       約

●)育成率は雄雌平均でC区 975%と 最も良く,Δ ′Bは

それぞれ953%であった。

●)9週令時体重は雄雌平均でB区 2,826′ ,C EK1 2,776
7,A区 2,7537で B区が優位であった。
13)0～ 9週令までの雄雌平均増体量は,B区が 2,785,

で最も多くC区が 2,734′ ,A区が 2,712夕 であった。

14)飼料消費量は
'週
令までの雄雌平均でA区が 6,305タ

料要求率は,B区が最もよく224>C区 228>A区 232

の
'頃

となった。

“

)解体成績
各区とも1回の試験につき,雄 ,雌 30羽ずつ無作為に抽

出し計 180羽 を調査した結果表 4に示 したとおりである。

正肉重量は生体比でC区が 396%,B区 395%であったの

に対しA区が 388%と 最も少なく,正肉歩止りが悪かった

ことがうかがえる。腹腔内の脂肪量は,C区 が 237%と 最

も少なく次いでB区 254%,A区が 264%と 多かった。
C)経 済 性
9週令ひなを 100%販売したものとして試算したところ

表 5に示すとおりである。販売総額は,育成率の良かった

0区が多く次いで B区 ,A区の順となったが 1羽当たり販

売額は増体の良かった B区が最も多く,次いでC区>A区
の順となった。粗収益では飼料要求率のよかった B区が最

も多く飼料要求率の悪かったA区が少なかった。

(7,%)

正

脂

肉 :胸部, もも,さ さみの重量

肪 :腹部脂肪

と最も多くC区 6,231夕 >B区 6,2297の順であった。飼

料要求率は増体がよく飼料消費量の少なかったB区が 224

と最も良く,C区 228>A区 232であった。
15)解体成績は正肉重量はC区が 396%B区 395%で A区

が388%と最も少なかった。腹腔内脂肪量はC区が 237%

く B区 254%,A区 263%の順であった。
い)経済性は,飼料要求率の最もよかった B区の粗収益が

多く,飼料要求率の劣ったAが少なかった。

生体重
と 体 骨 付 肉 正   肉 脂   肪

重  量 生体比 重  量 生体比 重  量 生体比 重  量 生体比

6

Ａ

Ｂ

υ^

3,133

3,172

3,175

2,846

2,883

2,885

2,268

2,309

2,301

1,203

1,243

1,241

38 4

39 2

39 1
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2,533

2,544

2,539

2.300
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2.311

1,811

1,812

1,805
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711

996

1,012

1,018

平

均

Ａ

Ｂ

Ｃ

2,833

2,358

2.857

2,573

2,595

2.598

2,040

2,061

2,053

72 0

72 1

718

1,100

1,128

1.130

38 8

39 5

3' 6

表 5経 済 性

粗   収   入 費 用 粗 収 益

販売重量

(ん,)
販売総額

な
当

り

静
羽
販
１
た

ひ  な
購 入 費

飼 料 費 計

な
当

り
砂
羽
販
１
た

総  額
生体 1″

当 た り

販売ひな
l羽 当
た  り

△

Ｂ

Ｃ

1,069 3

1,097 4

1,1026

252,354

258,986

260,213

648 7

665 7

253 8

37.536

37.536

37 536

195,257

193,164

197,419

232,793

230,700

234,955

598 4

5,3 1

590 3

19,561

28.286

25,258


